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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】令和2年2月20日(2020.2.20)

【公表番号】特表2019-505210(P2019-505210A)
【公表日】平成31年2月28日(2019.2.28)
【年通号数】公開・登録公報2019-008
【出願番号】特願2018-537450(P2018-537450)
【国際特許分類】
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   Ａ６１Ｋ  48/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  15/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/18     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/54     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/705    (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   9/10     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/63     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】令和2年1月8日(2020.1.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ｉ）免疫原性ＭＵＣ１ポリペプチドをコードする少なくとも１つのヌクレオチド配列
および免疫原性ＴＥＲＴポリペプチドをコードする少なくとも１つのヌクレオチド配列を
含む核酸分子、
（ｉｉ）免疫原性ＭＵＣ１ポリペプチドをコードする少なくとも１つのヌクレオチド配列



(2) JP 2019-505210 A5 2020.2.20

および免疫原性ＭＳＬＮポリペプチドをコードする少なくとも１つのヌクレオチド配列を
含む核酸分子、ならびに
（ｉｉｉ）免疫原性ＴＥＲＴポリペプチドをコードする少なくとも１つのヌクレオチド配
列および免疫原性ＭＳＬＮポリペプチドをコードする少なくとも１つのヌクレオチド配列
を含む核酸分子
からなる群から選択される核酸分子を含む多抗原構築物。
【請求項２】
　（ｉ）免疫原性ＭＳＬＮポリペプチドをコードする少なくとも１つのヌクレオチド配列
、（ｉｉ）免疫原性ＭＵＣ１ポリペプチドをコードする少なくとも１つのヌクレオチド配
列、および（ｉｉｉ）免疫原性ＴＥＲＴポリペプチドをコードする少なくとも１つのヌク
レオチド配列を含む核酸分子を含む多抗原構築物。
【請求項３】
　免疫原性ＭＵＣ１ポリペプチドが、
（１）配列番号８のアミノ酸配列、
（２）配列番号８のアミノ酸４～５３７を含むアミノ酸配列、
（３）配列番号８のアミノ酸２４～５３７を含むアミノ酸配列、
（４）配列番号１６のアミノ酸配列、
（５）配列番号１６のアミノ酸４～５１７を含むアミノ酸配列、および
（６）配列番号１６のアミノ酸４～５１７を含むアミノ酸配列であって、５１３位におけ
るアミノ酸がＴであるアミノ酸配列
からなる群から選択されるアミノ酸配列を含む、請求項１または請求項２に記載の多抗原
構築物。
【請求項４】
　免疫原性ＭＳＬＮポリペプチドが、
（１）配列番号２のアミノ酸配列のアミノ酸３７～５９７を含むアミノ酸配列、
（２）配列番号２のアミノ酸配列のアミノ酸３７～５９７からなるアミノ酸配列、
（３）配列番号６のアミノ酸配列、および
（４）配列番号６のアミノ酸配列のアミノ酸４～５６４を含むアミノ酸配列
からなる群から選択されるアミノ酸配列を含む、請求項１または請求項２に記載の多抗原
構築物。
【請求項５】
　免疫原性ＴＥＲＴポリペプチドが、
（１）配列番号１０のアミノ酸配列、
（２）配列番号１２のアミノ酸配列、および
（３）配列番号１４のアミノ酸配列
からなる群から選択されるアミノ酸配列を含む、請求項１または請求項２に記載の多抗原
構築物。
【請求項６】
　（ｉ）免疫原性ＭＵＣ１ポリペプチドが、
（１）配列番号８のアミノ酸配列、
（２）配列番号８のアミノ酸４～５３７を含むアミノ酸配列、
（３）配列番号８のアミノ酸２４～５３７を含むアミノ酸配列、
（４）配列番号１６のアミノ酸配列、
（５）配列番号１６のアミノ酸４～５１７を含むアミノ酸配列、および
（６）５１３位におけるアミノ酸がＴであるという条件の、配列番号１６のアミノ酸４～
５１７を含むアミノ酸配列
からなる群から選択されるアミノ酸配列を含み、
（ｉｉ）免疫原性ＭＳＬＮポリペプチドが、
（１）配列番号２のアミノ酸配列のアミノ酸３７～５９７を含むアミノ酸配列、
（２）配列番号２のアミノ酸配列のアミノ酸３７～５９７からなるアミノ酸配列、
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（３）配列番号６のアミノ酸配列、および
（４）配列番号６のアミノ酸配列のアミノ酸４～５６４を含むアミノ酸配列
からなる群から選択されるアミノ酸配列を含み、
（ｉｉｉ）免疫原性ＴＥＲＴポリペプチドが、
（１）配列番号１０のアミノ酸配列、
（２）配列番号１２のアミノ酸配列、および
（３）配列番号１４のアミノ酸配列
からなる群から選択されるアミノ酸配列を含む、請求項２に記載の多抗原構築物。
【請求項７】
　免疫原性ＭＵＣ１ポリペプチドをコードするヌクレオチド配列が、
（１）配列番号７のヌクレオチド配列、
（２）配列番号１５のヌクレオチド配列、および
（３）配列番号７または１５のヌクレオチド配列の縮重バリアント
からなる群から選択される、請求項１または請求項２に記載の多抗原構築物。
【請求項８】
　免疫原性ＭＳＬＮポリペプチドをコードするヌクレオチド配列が、
（１）配列番号５のヌクレオチド配列、および
（２）配列番号５のヌクレオチド配列の縮重バリアント
からなる群から選択される、請求項１または請求項２に記載の多抗原構築物。
【請求項９】
　免疫原性ＴＥＲＴポリペプチドをコードするヌクレオチド配列が、
（１）配列番号１７、１９、２１または２３のヌクレオチド配列、および
（２）配列番号１７、１９、２１または２３のヌクレオチド配列の縮重バリアント
からなる群から選択される、請求項１または請求項２に記載の多抗原構築物。
【請求項１０】
　（ｉ）免疫原性ＭＵＣ１ポリペプチドをコードするヌクレオチド配列が、
（１）配列番号７のヌクレオチド配列、
（２）配列番号１５のヌクレオチド配列、および
（３）配列番号７または１５のヌクレオチド配列の縮重バリアント
からなる群から選択され、
（ｉｉ）免疫原性ＭＳＬＮポリペプチドをコードするヌクレオチド配列が、
（１）配列番号５のヌクレオチド配列、および
（２）配列番号５のヌクレオチド配列の縮重バリアント
からなる群から選択され、
（ｉｉｉ）免疫原性ＴＥＲＴポリペプチドをコードするヌクレオチド配列が、
（１）配列番号１７、１９、２１または２３のヌクレオチド配列、および
（２）配列番号１７、１９、２１または２３のヌクレオチド配列の縮重バリアント
からなる群から選択される、請求項２に記載の多抗原構築物。
【請求項１１】
　配列番号４４、４６、４８、５０、５２、５４、５６、５８、６０、６２、６４または
６６のアミノ酸配列をコードするヌクレオチド配列を含む、請求項６に記載の多抗原構築
物。
【請求項１２】
　（１）配列番号４３、４５、４７、４９、５１、５３、５５、５７、５９、６１、６３
または６５のヌクレオチド配列、および
（２）配列番号４３、４５、４７、４９、５１、５３、５５、５７、５９、６１、６３ま
たは６５のヌクレオチド配列の縮重バリアント
から選択されるヌクレオチド配列を含む、請求項６に記載の多抗原構築物。
【請求項１３】
　請求項１から１２のいずれか一項に記載の多抗原構築物を含むベクター。
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【請求項１４】
　請求項１から１２のいずれか一項に記載の多抗原構築物を含む組成物。
【請求項１５】
　（ｉ）請求項１から１２のいずれか一項に記載の多抗原構築物、および（ｉｉ）薬学的
に許容できる担体を含む医薬組成物。
【請求項１６】
　患者においてがんを治療するための、請求項１５に記載の医薬組成物。
【請求項１７】
　がんが、ＭＵＣ１、ＭＳＬＮまたはＴＥＲＴから選択される１つまたは複数の腫瘍関連
抗原を過剰発現する、請求項１６に記載の医薬組成物。
【請求項１８】
　がんが、乳がん、卵巣がんまたは膵臓がんである、請求項１６に記載の医薬組成物。
【請求項１９】
　がんが、三種陰性（トリプルネガティブ）の乳がんである、請求項１６に記載の医薬組
成物。
【請求項２０】
　免疫調節剤の有効量を患者に投与するステップをさらに含む、請求項１６に記載の医薬
組成物。
【請求項２１】
　免疫調節剤が、ＣＴＬＡ－４阻害剤、ＩＤＯ１阻害剤、ＰＤ－１阻害剤またはＰＤ－Ｌ
１阻害剤である、請求項２０に記載の医薬組成物。
【請求項２２】
　免疫調節剤をさらに含む、請求項１５に記載の医薬組成物。
【請求項２３】
　免疫調節剤が、ＣＴＬＡ－４阻害剤、ＩＤＯ１阻害剤、ＰＤ－１阻害剤またはＰＤ－Ｌ
１阻害剤である、請求項２２に記載の医薬組成物。
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